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第５節　　　生　　　活

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　教科目標の趣旨を踏まえた指導計画の作成（解Ｐ８）
　　生活科の目標は、以下のように示されている。
　

　 　これらが偏りなく実現されるよう、単元など内容や時間のまとまりを見通した指導計画を作成
することが重要である。
⑵　カリキュラム・マネジメントを意識した指導計画の作成（解Ｐ70）
　・　児童の実態や地域の特性などを考慮し、学校で構成した単元や学習活動を適切に配置する。
　・　年間指導計画は２学年間を見通し、各単元計画と相互に関連させながら作成する。
　・　幼児期の教育との接続を意識し、学校全体で取り組むスタートカリキュラムを導入する。
　・　生活科の学びを、中学年以降の学習にどのようにつなげていくのかを見通す。
⑶　学習指導の特質を生かした指導計画の作成（解Ｐ71）
　・　児童の思いや願いを育み、意欲や主体性を高める学習活動にする。
　・ 　児童の身近な生活圏を活動や体験の場や対象にし、人や社会、自然と身体を通して直接関わ
りながら、自らの興味・関心を発揮して具体的な活動や体験を行うことを重視する。

　・　活動や体験の中で感じたり考えたりしている児童の姿に働きかけ、活動の充実につなげる。
　・ 　表現したり行為したりすることを通して、働きかける対象についての気付きとともに、自分
自身についての気付きをもつことができるようにする。

２　指導計画作成の一般的な手順

　具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊
かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　⑴ 　活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，それ
らの関わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにする。

　⑵ 　身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，自分自身や自分の生活について考
え，表現することができるようにする。

　⑶ 　身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意欲や自信をもって学んだり生活を豊かに
したりしようとする態度を養う。
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３　指導計画作成に当たって留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点（解Ｐ62）　【単元例５】
　・　個々の児童の困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫する。
　・ 　生活科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、学習内容や学習活動の変更、代替
を安易に行うことがないよう留意するとともに、児童の学習負担や心理面にも配慮する。

　・　困難さを補う視点だけでなく、得意なことを生かす視点から自己肯定感の醸成につなげる。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解Ｐ50）　　　　　　　　　　【単元例１・２・３】
　・　単元（題材）など内容や時間のまとまりの中で授業改善を進める。
　・ 　「見方・考え方」を習得・活用・探究という学びの過程の中で生かすことを通じて、より質
の高い深い学びにつなげる。

　・ 　単に思いや願いを実現する体験活動を充実させるだけでなく、表現活動を工夫し、体験活動
と表現活動とが豊かに行き来する相互作用を重視するなど、気付きの質を高めることを意識す
る。

⑶　「教科等横断的」な視点（解Ｐ55） 【指導計画例１・２、単元例４・５】
　・ 　幼児期における遊びを通した総合的な学びを生かし、具体的な活動を通して感性を豊かに働
かせるとともに、身近な出来事から気付きを得て考えるなど、中学年以降の学習の素地を形成
できるようにする。

　・ 　他教科等との合科的・関連的な指導を行ったり、低学年の児童の生活とつながる学習活動を
取り入れたりして、教科等横断的な視点で作成する。

　・ 　幼児期に育まれた資質・能力を発揮するとともに、第３学年以降の社会科や理科などの系統
的な学習や、各教科等の「見方・考え方」を生かして探究的に学ぶ総合的な学習の時間に発展
的につながっていくことを意識する。

　・ 　幼稚園教育要領等に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて教育課程をつ
なぐようにする。

　・ 　幼児期の学びと育ちに対する理解を前提として、児童が安心して小学校生活に慣れ、自らの
力を発揮しながら主体的な学習者として育っていけるようにする。

　・　幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続するスタートカリキュラムを編成する。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解Ｐ51） 【単元例２】
　・ 　実際に地域の人と話をしたり、地域の自然に触れたりするなど自分と地域の人々、社会との
関わりが具体的に把握できるような学習活動の充実を図る。

　・ 　内容⑻「生活や出来事の伝え合い」と他の内容との関連を図った単元を構成するなど、それ
ぞれの内容が補い合い支え合って成果をあげられる学習過程の工夫をする。

　・ 　校外活動の際は、十分な活動時間や児童が安心して活動できる空間の確保に努めるとともに、
交通や活動場所、自然災害に対する安全や見知らぬ人への対応等について配慮する。

⑸　「道徳教育の充実」の視点（解Ｐ63） 【単元例４】
　・ 　生活科で扱った内容や教材の中で適切なものを道徳科に活用したり、道徳科で取り上げたこ
とに関係のある内容や教材を生活科で扱ったりする場合には、道徳科における指導の成果を生
かすように工夫する。

　・ 　道徳教育の全体計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め
合うようにする。

⑹　「２学年間を見通した学習活動」の視点（解Ｐ52） 【指導計画例２】
　・ 　児童の発達の段階や特性に適合しているかを吟味した上で単元を構成し、２学年間を見通し
て効果的に配置する。また、単元相互の関係を意識し配列する。

　・ 　内容⑺「動植物の飼育・栽培」については、２年間にわたって取り扱うものとし、動物や植
物への関わり方が深まるよう継続的な飼育、栽培を行うようにする。
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　指導計画例２【他教科等との関連に重点を置き、指導の効果を高めるように配慮した例】

【第1学年】（102時間）

〇 生活科では、他教科等との合科的・関連的な指導を行ったり、低学年の児童の生活とつながる学習活動を取り入れ
たりして、教科等横断的な視点で教育課程の編成、実施上の工夫を行うことで、一層の学習の効果が期待できる。
〇 生活科と他教科等において、学びがどのように関連付いているかを意識し、児童の思いや願いを生かした学習活動
を展開するために、２学年間の全ての単元を配列し俯瞰することができる単元配列表の作成が効果的である。
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【第２学年】（105時間）
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３　単元計画
　単元例１【主体的な学びの視点から指導を工夫した例】
　

⑴　単元名　あきとあそぼう（20時間）　第１学年
⑵　単元について
　 　本単元は、学習指導要領の内容⑸「季節の変化と生活」や⑹「自然や物を使った遊び」を受
けて設定したものである。ここでは、身近な自然の様子や季節の変化に気付き、それらの違いや
特徴を見付けたり、自らの生活に取り入れ生かしたりしていくようにする。そして、秋の自然物
や身近にある物を使った遊びを考え、遊びの面白さや自然の不思議さに気付くようにする。また、
一人一人の思いや願いを生かした多様な遊びを行い、友達と一緒に遊びを考えたり、幼児を招い
て更に遊びを工夫したりして、みんなで遊びを創り出すようにする。
⑶　単元の目標
　 　身近な自然・物を利用し、遊びや遊びに使う物を工夫してつくり出すことを通して、身近な自
然の様子や四季の変化に気付くとともに、それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。
⑷　児童の意識の流れ

⑸　指導計画（ここでは、小単元②「秋の贈り物で作って遊ぼう」の指導計画のみ掲載）

【指導上のポイント】
〇 児童の思いや願いを実現する体験活動の中で、結果を予想したり先を見通したりしながら、多
様な学習活動へと発展していくようにする。
〇 学習活動を振り返ることで、自分自身の成長に気付き、更なる意欲を高めることが、学びに向
かう力を育成することにもつながる。
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　単元例２【対話的な学びの視点から指導を工夫した例】
　

⑴　単元名　はっけん！まちのキラリたんけんたい②（20時間）　第２学年
⑵　単元について
　 　本単元は、学習指導要領の内容⑶「地域と生活」と⑻「生活や出来事の伝え合い」を受けて
設定したものである。～以下略～
⑶　単元の目標
　 　地域の場所やそこで生活する人や働く人と関わる活動を通して、地域の場所や多様な人々と関
わることのよさや楽しさが分かるとともに、進んでふれあい交流しようとする。
⑷　児童の意識の流れ（略）
⑸　指導計画

【指導上のポイント】
○ 児童一人一人の発見が共有され、新たな気付きが生まれたり関係が明らかになったりするよう
な、伝え合い交流する場を設ける。また、地域の人々とインタビューや交流する活動を取り入
れ、双方向の活動が行われるようにする。さらに、対話的な学びを可視化するために、「考え
るための技法（思考ツール）」の活用も効果的である。
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　単元例３【深い学びの視点から指導を工夫した例】
　

⑴　単元名　うごく　うごく　わたしのおもちゃ（13時間）　第２学年
⑵　単元について
　 　本単元は学習指導要領の内容⑹「自然や物を使った遊び」を受けて設定したものである。身近
な材料を使い、自分で考えたおもちゃを作り、遊び、工夫する活動を繰り返す中で、その面白さ
や不思議さに気付くようにする。試行錯誤を繰り返し、条件を変えて試してみる過程で、動くお
もちゃの作り方への気付きが質的に高まっていくようにするとともに、第３学年以上の学習を支
える科学的な認識の基礎を培うようにする。また、友達と関わりながら遊んだり、活動を振り
返ったりする中で、友達のよさや自分のよさを考えるようにする。　　　　
⑶　単元の目標
　 　身近にある物を使って動くおもちゃを作り遊ぶ活動を通して、おもちゃ作りや遊びを工夫する
ことができ、動くおもちゃの面白さや自然の不思議さに気付き、みんなと楽しみながら遊びを創
り出そうとする。
⑷　児童の意識の流れ

⑸　指導計画（ここでは小単元③「みんなであそぼう」の指導計画のみ掲載）

【指導上のポイント】
○ 動くおもちゃを試行錯誤しながら繰り返し作る中で、見付ける、比べる、たとえる、試す、見
通す、工夫するなどの多様な学習活動を行い、気付いたことを伝え合い交流したり、振り返り
表現したりすることで、深い学びを実現するようにする。
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　単元例４【各教科等との関わりから指導を工夫した例】
　

１　単元名　わたしたちの　やさいばたけ（25時間）　第２学年
２　単元について
　 　本単元は、学習指導要領の内容⑺「動植物の飼育・栽培」を受けて設定したものである。ここ
では、児童が自らの手で継続的に植物を育てることを通して､ 身近な植物に興味・関心をもち、
それらが生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、植物を大切にすることが
できるようにすることを目指している。
３　単元の目標
　 　野菜の栽培を通して、それらの育つ場所や成長の様子に興味・関心をもち、自然の不思議さや
面白さ、生命をもっていることなどに気付き、生き物への親しみをもち、大切に育てることがで
きるようにする。
４　児童の意識の流れ（略）
５　指導計画

【指導上のポイント】
○ 他教科との関連では、生活科の学習成果を他教科等の学習に生かしたり、他教科等の学習成果
を生活科の学習に生かしたりする。また、教科の目標や内容の一部について、これを合科的に
扱うことによって指導の効果を高めるようにする。
○ 第２学年後半においては、第３学年以降の社会科や理科、総合的な学習の時間に発展的につな
がっていくよう意識することも大切である。



― 97 ―

　単元例５【入学当初における生活科を中心とした合科的な指導に配慮した事例】
　

１　小単元名　なかよしいっぱい（６時間）　第１学年 　※単元計画は指導計画例１を参照
２　小単元について
　 　本小単元は、学習指導要領の内容⑴「学校と生活」を受けて設定したものである。４月当初の
小単元として、幼児期の学びと育ちを土台とし、児童が興味・関心をもったことを個々のペース
で追究していけるような、ゆったりとした時間の流れの中で少しずつ小学校での生活に慣れるこ
とができるように進めていく。そのために、スタートカリキュラムを編成し、各教科等との合科
的・関連的な指導を行ったり、弾力的な時間割を設定したりするようにする。
３　小単元でねらう子供の姿
　・安心して自分を発揮できる子供
　・みんなと楽しみながら関わりを広げる子供
　・思いや願いを広げ、学びに取り組もうとする子供
４　入学当初の生活科を中心とした合科的な指導に配慮した週案例

【指導上のポイント】
○ 幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続するために、スタートカリキュラムを編成し、児童が
安心感をもち、主体的に自己を発揮できるようにする。
○ 生活科を中心とした合科的・関連的な指導を行ったり、弾力的な時間割の設定を行ったりする
などの工夫をして、ゆったりとした時間の流れの中で少しずつ小学校での学習に慣れることが
できるようにする。
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